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2024 年度 

日本獣医生命科学大学大学院獣医生命科学研究科  

応用生命科学専攻博士前期課程学生募集要項 
                                 
１．教育上の目的、アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

 

■教育上の目的 

応用生命科学専攻博士前期課程は、現在及び近未来の応用生命科学を遂行するために必要な、広い知識

と技術能力を備えた動物及び食品科学の専門職、教育者並びに研究者を育成する。 

 

■アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

応用生命科学専攻博士前期課程は、現在および近未来の応用生命科学を遂行するために必要な、広い知

識と技術能力を備えた動物および食品科学の専門職、教育者ならびに研究者を育成するために、次のよ

うな人材を求めている。  

・応用生命科学の専門分野を学ぶための十分な基礎知識と国際化に対応し得る英語力かつ高い倫理性を

身につけた人 

・動物科学または食品科学の研究を通じて、社会の発展に貢献するという意識の高い人 

・動物科学または食品科学の専門的な研究に対し、自ら積極的に問題の設定、解決能力を修得する高い

意欲がある人 

 
  
２．募 集 人 員 

 

専  攻  
 

 

募 集 人 員  
 

 

応用生命科学  
 

 

7 名  
 

 
 
３．専門分野及び研究指導分野 

 
 

専門分野  
 

 

研  究  指  導  分  野   
 

細胞機能科学 分子生理機能学、実験動物学、動物生体防御学 

 

生命共生社会システム学 
 

食料自然動物共生学、動物システム経営学、フードシステム学 

 

動物資源生産科学 
 

動物生産化学、動物資源利用学、動物育種学、動物栄養科学 

食品基礎科学 食品化学、食品生化学、食品安全学 

食品機能開発学 食品微生物機能学、食品物性機能学 

 
〔注意事項〕 
①  詳細は付表の「専門分野の概要」及び「研究指導分野一覧」を参照して下さい。 
②  出願に際しては，希望する研究指導分野の指導教員（指導教員については付表２の「研究指導 
  分野一覧」に記載）と事前に相談し、その指導を受けて下さい。 
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４．出 願 資 格 

■博士前期課程 

 次の各号の一に該当するものとする。 
（1） 大学を卒業した者及び 2024 年 3 月 31 日までに卒業見込みの者 
（2） 学校教育法第 104 条第 4 項の規定により学士の学位を授与された者及び 2024 年 3 月 31 日まで 

に授与見込みの者 
（3） 外国において、学校教育における 16 年の課程を修了した者及び 2024 年 3 月 31 日までに修了見 

込みの者 
（4） 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教 

育における 16 年の課程を修了した者及び 2024 年 3 月 31 日までに修了見込みの者 
（5） 我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了 

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教 
育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者及び 2024 年 3 月 31 日 
までに修了見込みの者 

（6） 専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす 
ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者及び 
2024 年 3 月 31 日までに修了見込みの者（平成 17 年 9 月 9 日文部科学省告示第 138 号） 

（7） 文部科学大臣の指定した者（昭和 28 年 2 月 7 日文部省告示第 5 号） 
（8） 学校教育法第 102 条第 2 項の規定により大学院に入学した者であって、当該者がその後入学させ 

る本学の大学院において、大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの 
（9） 本学の大学院において、個別の入学資格審査により、大学を卒業した者と同等以上の学力があると認 

めた者で、22 歳に達したもの 
（10）外国において、学校教育における 15 年の課程を修了した者であって、本学の大学院において大学の 

定める単位を優秀な成績で修得したと認めたもの 
（11）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教 

育における 15 年の課程を修了した者であって、本学の大学院において大学の定める単位を優秀な成 
績で修得したと認めたもの 

（12）我が国において、外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 15 年の課程を修了 
したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教 

育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了した者であって、本学の大学院

において大学の定める単位を優秀な成績で修得したと認めたもの 
（13）本学の大学院において第 1 号に該当する者と同等以上の学力があると認めた者 

 

■試験区分ごとの出願要件 

試験区分 出願要件 

一般選抜 博士前期課程の出願資格を満たす者 

社会人特別選抜 

＜一般＞ 

博士前期課程の出願資格を満たし、かつ、その資格を満たした後に官公庁・企業等

（自営業を含む）に就職し、2024年3月31日までに2年以上の就業経験がある者 

外国人留学生特別選抜 

博士前期課程の出願資格を満たし、かつ、次の2つの要件を満たす者 

(1)日本国籍を有しない者 

(2)出願時に日本語能力証明書を提出できる者 

〔注意事項〕 

①出願を希望する者は、あらかじめ志望する研究指導分野の担当教員の了解を得て下さい。 
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５．出 願 資 格 の審 査  

出願資格(7)～(13)により出願を希望する者及び社会人特別選抜により出願を希望する者は、出願に先立ち

出願資格の審査を行うので、申請に必要な書類を下記のとおり提出してください。出願資格審査で認定された

者のみ出願ができます。 

（1）出願資格申請書類提出期間 

第 1 次募集 2023 年 7 月 3 日（月）～2023 年 7 月 10 日（月）締切日必着 

第 2 次募集 2023 年 12 月 4 日（月）～2023 年 12 月 11 日（月）締切日必着 

 
 （2）提出書類（※一度提出した書類は返還しません。） 

① 出願資格認定申請書（本学所定用紙）  

② 履歴書（本学所定用紙）（※出願書類と同様）  

③ 最終学歴を証明する書類 

（※卒業証明書あるいは修了証明書など）  

 （※出願資格が認定された場合、出願時に同封する必要はありません。） 

④ 出願資格認定申請理由書 

（※書式は自由。研究歴や業績等がある場合にはそれも含めて、大学を卒業した者あるいは大学

院修士課程を修了した者と同等以上の学力があると考える理由、社会人特別選抜により出願を希

望する者は職務経歴を記述してください。なお、業績に関する参考資料がある場合添付してくだ

さい。) 

 

（3）提出方法 

封筒に「出願資格申請書類在中」と朱書きのうえ、書留速達で期間内（締切日必着）に郵送して

ください。 

   【宛先】 

   〒180-8602 東京都武蔵野市境南町 1－7－1 
   日本獣医生命科学大学 入試課 宛 

 
（4）審査結果について 

審査結果は、3 週間以内を目処に通知します。 

 

６．試験日程 

試験区分 出願期間 試験日 合格発表 入学手続期間 

第 1 次募集 
2023 年 9 月 1 日(金)～ 
2023 年 9 月 12 日(火) 

※締切日必着 

2023 年 
10 月 4 日(水) 

2023 年 
10 月 6 日(金) 

2023 年 10 月 6 日(金)～ 
2023 年 10 月 20 日(金) 

第 2 次募集 
2024 年 2 月 1 日(木)～ 
2024 年 2 月 13 日(火) 

※締切日必着 

2024 年 
3 月 4 日(月) 

2024 年 
3 月 5 日(火) 

2024 年 3 月 5 日(火)～  
2024 年 3 月 12 日(火) 

 〔注意事項〕 
① 窓口受付時間 : 平日（月曜～金曜）午前 9 時から午後 5 時まで 
② 合格発表は、合格者受験番号を大学ホームページに公表します。なお、電話等による照会には一

切応じません。また、合格者には、入試課窓口にて合格通知書及び入学手続書類をお渡しします。

(郵送を希望する方には本人宛に送付します。） 
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７．出 願 手 続 等 

（1）出願書類は一括して、検定料 20,000 円（現金又は郵便為替）を添え、本学入試課へ提出して下さい。 
（2）出願書類等 

出 願 書 類 等 摘       要 提出部数 

1 入 学 願 書 本学所定用紙 1 部 

2 写  真  票 

本学所定用紙（カラー写真） 
上半身脱帽で、出願前 6 ヵ月以内に撮影した縦 4cm 
×横 3cm の裏に氏名を記入して、全面糊付けして下 
さい。 

1 部 

3 
 

受  験  票 

 

本学所定用紙 

 
 

1 部 
 

4 卒業（見込）証明書等 
 

出身大学卒業（見込）証明書 
1 部 

5 成 績 証 明 書 

 

出身大学の成績証明書。なお、修士課程等修了（見込）

者は大学院の成績証明書も提出して下さい。また、外国

語の場合は必ず日本語の訳文を添付して下さい。 
 

1 部 

6 履  歴  書 

  本学所定用紙 
写真については、カラー写真で上半身脱帽、出願前 6 ヵ月 
以内に撮影した縦 4 ㎝×横 3cm の裏に氏名を記入して全面 
糊付けして下さい。学歴記入の欄については、高等学校入 
学から記入して下さい。 
 

1 部 

7 志 望 理 由 書 
本学所定用紙 
大学院で勉強・研究を行いたいと考えた動機及び目的 
を記載したもの。 

1 部 

8 

 

業績報告書又は小論文 
（社会人・外国人留学生 

特別選抜のみ提出） 

 

本学所定用紙 
小論文（様式自由）においてはA4 判にて、1,000 文字程度

にまとめて下さい。また、英文においては 500 語程度でま

とめて下さい。 
 

1 部 

9 指 導 承 諾 書 
 本学所定用紙 
本学の指導教員が直接記入のうえ厳封したもの。 

1 部 

10 
※社会人入学推薦書 

（社会人特別選抜のみ提出） 

  本学所定用紙 
出身大学の指導教員又は、官公庁、企業等の直接の指 
導者が作成したもの。 

 

1 部 

  ※印は官公庁、企業等に在職のまま入学しようとする者は、必ず提出して下さい。 
 
〔注意事項〕 
① 官公庁、企業等に在職のまま入学しようとする者は、入学手続きの際に、所属長又は代表者の入 

学承諾書を必要とするので、あらかじめ承知しておいて下さい。 
② 外国人留学生は、上記出願書類に加え、志望理由書・住民票・日本語の学力を表す証明書・卒業 
    論文の要旨又はこれに代わるものを提出して下さい。 
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８．入 学 者 選 抜 方 法 

（1） 一般選抜 
   学力（筆記）試験〔英語（英文和訳 ※辞書（貸与）の使用を認める。）、専門科目（研究指導分野 1 科目）〕、

面接、成績証明 
書の内容を総合して行います。 

（2） 社会人特別選抜 
  面接、推薦書、成績証明書、業績報告書又は小論文の内容を総合して行います。 

（3） 外国人留学生特別選抜 
  原則として、一般選抜と同じ試験を行います。ただし、特別の事情がある場合は、一般選抜と異なる試験を行 

うことがあります。 
〔注意事項〕  

研究指導分野の専門試験科目等，その詳細については付表の「研究指導分野一覧」を参照して下さい。 
 
 
９．試 験 日 時 及 び試 験 場 

試 験 日 

時              間 試 験 場 

第 1 次 第 2 次 

2023 年 
10 月 4 日(水) 

2024 年 
3 月 4 日（月) 

学力 
試験 

     10:00～12:00 
本  学 
第一校舎 面接 

試験 
     14:00～ 

 
 
10．合 格 発 表 

第1次 2023年10月6日（金） 午前10時 

第2次 2024年3月5日（火） 午前10時 
合格発表は、合格者受験番号を大学ホームページに公表します。なお、電話等による照会には一切応じま

せん。また、合格者には、入試課窓口にて合格通知書及び入学手続書類をお渡しします。(郵送を希望す

る方には本人宛に送付します。） 

 
11．入 学 手 続 

  入学手続の詳細については、合格通知書とともに郵送する「入学手続方法について（博士前期課程）」を

参照して下さい。 
 （1）入学手続期日 
    第 1 次 2023 年 10 月 6 日（金）～ 2023 年 10 月 20 日（金） 
    第 2 次 2024 年 3 月 5 日（火）～ 2024 年 3 月 12 日（火） 
 （2）提 出 書 類            

① 住民票（本籍記載のあるもの）又は住民票記載事項証明書 1 部 
    ② 保 証 書                      1 部 
    ③ 卒業又は修了証明書                  1 部 
    ④ 写 真（カラーで上半身・脱帽正面 縦 3 ㎝×横 3 ㎝）    2 葉 
    ⑤ 入学承諾書（社会人特別選抜制度による入学者のみ提出） 1 部 
  （3） 納 入 金        
    (ｲ) 入 学 金           200,000 円（本学出身者は免除） 
    (ﾛ) 授 業 料           680,000 円 
    (ﾊ) 実 習 費         150,000 円 
    (ﾆ) 厚生福利費          10,000 円（初年度のみ） 
 〔注意事項〕 
   納入金は、原則として年額を一括納入することとします。ただし、授業料及び実習費は、前期、後期の

2 期に分けて納入することができます。 
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12．入 学 辞 退 

  入学辞退による授業料等納入金の返還について 
入学手続を完了した後に入学を辞退する場合は、入学金を除く納入金を返還します。 

    ただし、入学辞退による納入金の返還請求期限は、2024 年 3 月 31 日（日）午後 4 時までとします。 
 
 
13．奨 学 金 制 度 等 

 （1）ティーチング・アシスタント制度があります。（審査あり） 
2023 年度採用実績     21 名 

 
 （2）大学院学生に対する日本学生支援機構の奨学金制度があります。（審査あり） 
 
 
14．個人情報について 

日本獣医生命科学大学は、本学に対する入学試験関連資料の請求や進学説明会等におけるアンケート等

の回答において入手した氏名・住所等の個人情報については、大学案内・入学試験要項・その他関連資料

等の発送や本学の入学試験関連データの収集ならびに検討資料作成のために利用します。 
また、入学試験出願に際しての氏名・住所・学業成績その他の個人情報については、本学入学試験実施

に際しての資料作成・合否の判定・入試統計資料の作成等、出願から入学手続き、新年度の準備に至る作

業を行うために利用します。 
これらについては、一部、本学より、正当な利用目的の範囲内において個人情報に係る業務の処理を学

外者に委託することがありますので、あらかじめご了承ください。本学は、この業務委託先とは個人情報

の保護に関する契約を締結し、業務委託先に対して適切な管理を行います。 
本学では、これら入試広報及び入学試験業務において入手した個人情報について、その利用目的以外に使

用することはありません。 
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15．試験会場案内 

 

日本獣医生命科学大学（本学） 
〒180-8602 東京都武蔵野市境南町 1－7－1 
TEL 0422-31-4151（代表） 
●JR 中央線「武蔵境」駅南口より徒歩 2 分 
https://www.nvlu.ac.jp/access/access.html/ 

16．問い合わせ先 

〒180-8602 東京都武蔵野市境南町 1－7－1 
  日本獣医生命科学大学 入試課 
  TEL：0422-31-4151（代表）   FAX：0422-33-2094（代表） 
  E-mail： nyushi@nvlu.ac.jp URL：https://www.nvlu.ac.jp/ 
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2024 年度日本獣医生命科学大学大学院獣医生命科学研究科 
応用生命科学専攻博士前期課程学生募集要項：付表 1 
 
 

獣医生命科学研究科応用生命科学専攻専門分野の概要 
 
専門分野 研究指導分野 概要 構成教室／研究室 

細

胞

機

能

科

学 

分子生理機能学 
 
実験動物学 
 
動物生殖学 
 
動物生体防御学 

 
動物における生命現象を、細胞機能の視

点から解明する教育と研究を行なう。 
研究指導 4 分野の中で、動物生理制御学

分野においては、生命機能の分子制御メカ

ニズムを理解する教育と研究を行なう。実

験動物学分野においては、マウスモデルを

用いて疾病を解明する教育と研究を行な

う。動物生殖学分野においては哺乳動物の

生殖機能の解明と生殖工学に関わる教育と

研究を行なう。動物生体防御学分野におい

ては、アレルギーなどの免疫系が関係する

疾患の理解を目指した教育と研究を行な

う。こうした教育研究過程において、各分

野における高度な専門知識と研究手法を修

得し、科学的な問題解決能力を有する人材

を育成する。 

動 物 生 理 制 御 学 教 室 
 

実 験 動 物 学 教 室 
 
動 物 生 殖 学 教 室 
 
動 物 生 体 防 御 学 教 室 

生
命
共
生
社
会
シ
ス
テ
ム
学 

食料自然動物共生学 
 

動物システム経営学 
 
フードシステム学 

 
人間の生命維持と健康福祉を向上させる

ために、他の多様な生命体との相互依存関

係を持続的に実現する共生社会システムに

ついて人文社会科学的方法によって教育と

研究を行う。 
食品安全リスクアナリシス研究やトレーサビ

リティシステムの開発をめざし、農業と食品産

業の連携を扱う新しい研究分野であるアグリ

フードシステム学についての教育と研究を行

う。また、農村における自然環境や野生生物

との共生をめざし、有機農業や環境保全型農

業による環境共生型社会システムついての教

育と研究を行う。市民社会の成熟に伴って求

められている伴侶動物と人間との関係論につ

いての人文社会科学的な教育と研究も行う。

総合的な専門知識を有する人材を養成す

る。 
 

食 料 自 然 共 生 経 済 学 教 室 

 
シ ス テ ム 経 営 学 教 室 
 
食 品 経 済 学 教 室 
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動

物

資

源

生

産

科

学 

動物生産化学 
 
動物資源利用学 
 
動物育種学 
 
動物栄養科学 

 
産業動物の生産とその利用を中心に動物

生産資源の探索、動物生産環境、動物遺伝

資源について、栄養学、乳化学、生化学、

育種学、管理学、生態学を中心に分子レベ

ルから生体群レベルに至る教育と研究を行

う。基礎研究によって得られた知見を応用

研究に発展させ、最新技術の応用手法を修

得することにより畜産業、食品産業、生命

産業等に貢献し、社会のニーズに応える高

度な専門知識を有する人材を養成する。 
 

動 物 生 産 化 学 教 室 
 

乳 肉 利 用 学 教 室 
 

動 物 遺 伝 育 種 学 教 室 
 
動 物 栄 養 学 教 室 

食

品

基

礎

科

学 

食品化学 
 
食品生化学 
 
食品安全学  

   
食資源の成分科学に関する高度な知織を

修得させるとともに、食品の調理・加工・

貯蔵条件下における化学的、生化学的成分

変化について､風味や機能性成分の形成また

は危害成分の消長、およびそれらを考慮し

た高機能食品開発の視点に立脚した教育お

よび研究指導を行う。また､それらの研究内

容の食品への応用を通し、高度な専門知識

を有する人材を養成する。  

食 品 化 学 教 室 
 
農 産 食 品 学 教 室 
 
食 品 安 全 学 教 室 

食

品

機

能

開

発

学 

食品微生物機能学 
 
食品物性機能学 

 
食品並びにその素材が有する機能を解明

し、それを安全な高機能・高品質食品の開

発に応用するために必要な高度専門知識お

よび技術を習得させる。具体的には、食品

製造に使用される食品微生物の有用機能を

探索し、その作用機序を解明する。さら

に、高品質・高機能食品の開発に必要な食

品素材の機能特性を理解し、物性改良を中

心にした食品の加工技術の開発研究を行

う。これらの教育・研究を通して、豊かな

食生活の実現に貢献し、高度な専門知識を

有する人材を養成する。 
 

食 品 衛 生 学 教 室 
 
食 品 工 学 教 室 

 

 



2024年度日本獣医生命科学大学大学院獣医生命科学研究科応用生命科学専攻博士前期課程学生募集要項：付表2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

専門分野 研究指導分野 専門試験科目 指導教員氏名　　　（所属教室） 研　　　　　　　究　　　　　　　内　　　　　　　容

分 子 生 理 機 能 学 分子生理機能学 中　尾　暢　宏　(動物生理制御学教室) 動物の生体機能の分子・細胞・個体レベルでの調節機構に関する研究

実 験 動 物 学 実 験 動 物 学 藤　平　篤　志　(実験動物学教室) 摂食関連ホルモンおよびストレス反応性のホルモンに関する研究

動 物 生 体 防 御 学 動物生体防御学 有　村　　　裕　(動物生体防御学教室) アレルギーや自己免疫疾患の原因や発症機序を探る研究

食 料 自 然 動 物 共 生 学 農 業 経 済 学 桑　原　　考　史（食料自然共生経済学教室） 動物共生型社会の構築に向けた農業環境問題の実態と対策に関する研究

動 物 シ ス テ ム 経 営 学 農 業 経 営 学 小　澤　　壯　行（システム経営学教室） 畜産経営学を基礎とした効率的な産業動物生産システム構築のための実証的研究

動 物 シ ス テ ム 経 営 学 農 業 経 営 学 長　田　　雅　宏（システム経営学教室） 持続的かつ収益性の高い畜産経営の展開条件に関する研究

フ ー ド シ ス テ ム 学 食 品 経 済 学 木　村　　彰　利（食品経済学教室） 農産物及び加工食品の生産・製造・流通に関する実証的研究

動 物 生 産 化 学 動 物 生 産 化 学 太　田　　能　之（動物生産化学教室） 給与・投与した栄養素の生体内での作用を遺伝情報制御、代謝および形質まで一連の流れで明らかにする。

動 物 資 源 利 用 学 動物資源利用学 佐　藤　　　　薫（乳肉利用学教室） 乳・乳製品を中心とした加工技術と成分の科学的変化に関する研究

動 物 育 種 学 動 物 育 種 学 古　田　  洋　樹（動物遺伝育種学教室） 遺伝資源利用に関する細胞・分子遺伝学的研究

動 物 栄 養 科 学 動 物 栄 養 学 柴　田　　昌　宏（動物栄養学教室） 肉生産家畜、特に肉用牛の飼養環境と牛肉性状に関する研究

食 品 化 学 食 品 化 学 松　石　　昌　典（食品化学教室） 食肉を中心にした食品の香り、味、テクスチャーを構成する成分に関する研究

食 品 生 化 学 食 品 生 化 学 奈　良　井　　朝　子（農産食品学教室） 植物性食品の機能性成分と酵素に関する生化学的研究

食 品 安 全 学 食 品 安 全 学 知　久　　和　寛（食品安全学教室） 食品の加工や保存時における危害成分の消長や機能性成分の形成に関する研究

食 品 微 生 物 機 能 学 食 品 微 生 物 学 大　橋　　雄　二（食品衛生学教室） 腸内細菌と宿主の栄養生理・免疫機能の関係

食 品 物 性 機 能 学 食 品 工 学 小　竹　　佐知子（食品工学教室） 食品の口ざわりと感覚表現

食 品 物 性 機 能 学 食 品 工 学 小　林　　史　幸（食品工学教室） 食品加工後に生じる成分・物性変化に関する研究

食品機能開発学

研 究 指 導 分 野 一 覧

細胞機能科学

生命共生社会
システム学

動物資源生産科学

食品基礎科学
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